(3) 明日の馬術界を読む　−欧州事情を踏まえて−　

北原広之（JRA馬事公苑）
日本の優秀なライダーの技術は、本場と言われる欧州のライダーと比較しても劣ることはない。しかし日本では、欧州と同じ技術を持ったライダーの絶対数が圧倒的に少ない。今後、技術面で欧州と同様なパフォーマンスを達成するためには、日本国内の馬術界が一体となり、海外技術の受け入れと伝達、国内の優秀な技術の新たな還元システムを構築する必要がある。

しかし、明日の日本馬術界の夢や希望や理想を実現するためには、馬術が日本国内でもメジャースポーツとして認知され、広く一般に受け入れられることが不可欠である。そのためには何が必要か？　たとえば、日本独自の体制として、競走引退サラブレッドの乗馬活用の推進、それらサラブレッドを再調教する技術者の育成や確保を図り、さらに良質な乗馬専用種の国内生産や育成方法の確立と拡大なども不可欠の施策として求められている。

